
　

は
じ
め
に

　

私
は
、
平
成
23
年
11
月
に
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
「﹃
チ
ー
ム
な
が

と
﹄
を
構
築
し
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を
創

る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
市
政
運

営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
政
で
は
、
第
２
次
安
倍
内
閣
が
誕
生

し
、
デ
フ
レ
状
況
の
克
服
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
様
々
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
が
、
予
算
編
成
を
行
う

上
で
、
①
雇
用
の
場
の
創
出
・
拡
大
、
②

防
災
対
策
の
充
実
、
③
市
民
協
働
の
推
進

の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
、
平
成
25

年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
重
点
施
策
ご
と
に
ご
説
明
し
ま

す
。

と
い
う
共
助
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
自
治
会
ま
た
は
地
区
単
位
で
の
自

主
防
災
活
動
を
支
援
し
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化

し
て
い
る
三
隅
地
区
の
告
知
端
末
機
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
市
内
全
域
に
屋
外
拡

声
器
を
設
置
す
る
な
ど
の
防
災
行
政
無
線

の
整
備
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
網
の
整
備
で
は
、
将
来
「
山
陰
自

動
車
道
」
の
一
部
と
な
る
「
長
門
･
俵
山

道
路
」
の
１
日
も
早
い
道
路
の
完
成
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
俵
山
か
ら
下

関
方
面
へ
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
る
よ
う
「
総
決
起
大
会
」
の
開
催
な

ど
、
建
設
促
進
の
機
運
を
高
め
る
取
組
を

強
化
し
ま
す
。
災
害
時
の
孤
立
化
の
解
消

の
た
め
、
南
方
大
浦
線
な
ど
、
市
道
改
良

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
の

大
規
模
火
災
の
教
訓
か
ら
、
家
屋
密
集
地

平
成
25
年
度
予
算
の
概
要

　
２
月
22
日
か
ら
３
月
21
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
大
西
市
長
が
平
成
25
年
度
施

政
方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
平
成
25
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

山
口
県
地
震
・
津
波
防
災
対
策
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
今
年
１
月
29
日
に
、
日

本
海
側
で
想
定
さ
れ
る
津
波
高
の
速
報
値

が
公
表
さ
れ
、
見
島
付
近
を
震
源
と
す
る

も
の
で
は
、
湊
漁
港
で
2.4
ｍ
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
津
波
浸
水
地
域
の
想

定
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
活
用
し
て
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸
に
配
布
す
る
と

と
も
に
、
海
抜
表
示
板
を
避
難
所
や
道
路

等
に
設
置
し
、
津
波
に
対
す
る
知
識
と
被

害
想
定
を
広
く
住
民
に
周
知
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

防
災
の
基
本
は
「
自
ら
の
身
の
安
全
は

自
ら
守
る
」と
い
う
自
助
の
精
神
で
あ
り
、

地
域
や
近
隣
の
人
が
お
互
い
に
助
け
合
う

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」



域
に
お
け
る
警
防
計
画
を
見
直
す
ほ
か
、

防
火
講
話
や
初
期
消
火
訓
練
等
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
消
防
水
利
不
便
地

域
の
解
消
も
図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
に

よ
る
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。
消
防
団

に
つ
い
て
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
団
員
の

確
保
や
消
防
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
・

更
新
を
行
い
、
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
組

織
体
制
の
強
化
の
た
め
、
企
画
総
務
部
に

「
防
災
危
機
管
理
課
」
を
新
た
に
設
け
ま

す
。

　

ま
た
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
な
る
公
共

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
消
防

本
部
新
庁
舎
建
設
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
築
50
年
が
た
ち
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て

も
、
昨
年
６
月
、
合
併
特
例
債
を
起
こ
す

期
限
を
５
年
延
長
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
建
替
え
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
、
早
い
段
階
で
方
向
性
を
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

交
通
不
便
地
域
の
解
消
や
路
線
バ
ス
の

見
直
し
、
利
便
性
の
向
上
等
、
公
共
交
通

の
確
保
・
充
実
の
た
め
の
諸
施
策
を
計
画

的
に
推
進
し
ま
す
。
特
に
、
交
通
不
便
地

域
に
お
け
る
新
た
な
交
通
手
段
の
確
保
の

た
め
、
特
に
高
齢
化
率
の
高
い
俵
山
地
区

と
向
津
具
地
区
に
お
い
て
実
証
運
行
が
開

始
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
お
よ
び
山
陰
本
線

に
つ
い
て
、
沿
線
各
市
と
の
連
携
に
よ
る

利
用
促
進
の
取
組
を
引
き
続
き
進
め
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
公
共
交
通
の

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

福
祉
施
策
で
は
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、医
療
や
介
護
、

住
ま
い
な
ど
を
一
体
的
に
提
供
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、
高

齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
た
め
の
諸
施
策
を
開
し
ま
す
。

ま
た
、「
高
齢
者
ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
実
施
地
域
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

障
害
者
対
策
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

を
「
発
見
・
早
期
支
援
・
継
続
支
援
」
の

３
段
階
に
分
け
、
各
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

　

一
方
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
の
乳
幼
児
の
医
療
費
の
無
料
化
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
油
谷
地
区
の

拠
点
と
な
る
「
児
童
ク
ラ
ブ
」
と
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
の
複
合
施
設
を
建

設
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
指
導
に
向
け
、

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
や
が
ん
検
診

の
受
診
を
促
し
、
年
々
伸
び
続
け
て
い
る

医
療
費
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。
健
康
づ
く

り
・
医
療
費
節
減
の
た
め
、
新
た
に
「
健

康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
「
高
齢
者

の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
制

度
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
被
保
険
者

等
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、「
被
保
険
者

証
の
カ
ー
ド
化
」
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
充
実
で
は
、
10
月
に
開
設

す
る
休
日
夜
間
診
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平
日
夜
間
の
医
師
の

確
保
が
ま
だ
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
医
師

会
等
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
確
保
に

向
け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
併
設
す
る
地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
の
本
格
稼
動
に
向
け
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
で
は
、
新
ご
み
焼
却
施
設

の
平
成
27
年
度
供
用
開
始
を
控
え
、「
長

門
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を
見

直
し
、
分
別
区
分
や
収
集
体
制
な
ど
、
新

た
な
廃
棄
物
の
処
理
体
制
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
新
た
に
設
置
さ
れ
る
場
合
、
設
置
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
狩
音
ダ
ム

に
お
い
て
小
水
力
発
電
に
か
か
る
基
本
計

画
の
策
定
を
、
ま
た
、
阿
惣
ダ
ム
で
は
小
水

力
発
電
導
入
の
可
能
性
調
査
を
行
い
ま
す
。

▲防災の一翼を担う消防団員による応急操法のようす
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消
費
者
行
政
で
は
、
近
年
増
加
し
て
い

る
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
、
悪
質
な
売

買
契
約
等
へ
の
対
策
と
し
て
、「
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
設
置
し
、
相
談

体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　

住
宅
施
策
で
は
、「
長
門
市
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
、

人
口
減
少
に
よ
り
近
年
増
加
し
て
い
る
空

き
家
に
つ
い
て
、
倒
壊
等
の
事
故
、
火
災
、

犯
罪
等
の
未
然
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
に
基
づ
き
、
田
屋

床
団
地
建
替
え
の
た
め
の
実
施
設
計
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
施
設
で
は
、油
谷
小
学
校
の
校
舎
、

屋
内
運
動
場
お
よ
び
プ
ー
ル
の
改
築
工
事

に
着
手
し
、
深
川
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補

強
工
事
に
向
け
た
学
校
施
設
の
耐
震
補
強

計
画
を
前
倒
し
を
行
う
な
ど
、
学
校
施
設

の
耐
震
補
強
計
画
を
前
倒
し
し
、
教
育
環

境
の
施
設
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
童
謡
詩

人
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
ま
な
ざ
し
と
感
性

を
大
切
に
し
た
教
育
を
基
調
と
し
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
視
点
か

ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進

事
業
」の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

長
門
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
認
証
50
周
年
記

念
事
業
の
指
定
寄
付
を
活
用
し
、「
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

上
・
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
送
配
水
管
や
施
設
の
計
画
的
な

改
築
・
更
新
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計
へ
の
移
行

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
移
住

す
る
目
的
で
市
の
遊
休
資
産
を
購
入
し
た

人
に
対
し
補
助
す
る
制
度
を
始
め
、
移
住

を
具
体
的
に
検
討
す
る
機
会
を
提
供
す
る

た
め
、
空
き
家
を
活
用
し
お
試
し
暮
ら
し

施
設
を
整
備
し
て
、
運
営
す
る
団
体
へ
の

補
助
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
晩
婚
化
の
進
む
若
い
世
代
等
に

出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の

補
助
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

観
光
都
市
長
門
の
顔
づ
く
り

　

湯
本
温
泉
に
つ
い
て
は
、
地
区
全
体
の

将
来
の
あ
り
方
を
取
り
ま
と
め
た
「
湯
本

温
泉
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
25
年
度
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
具

現
化
に
向
け
た
検
討
と
一
部
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
公
衆
浴
場
「
恩
湯
」
に

つ
い
て
は
、
改
修
に
向
け
た
建
物
調
査
を

行
い
ま
す
。
音
信
川
に
か
か
る
橋
に
つ
い

て
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
改

修
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
、
仙
崎
新
市
場
が
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
海

産
物
を
中
心
と
し
た
直
売
所
の
整
備
に
向

け
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
を
活
用
し
た
事
業
と

し
て
は
、
平
成
25
年
度
に
金
子
み
す
ゞ
記

念
館
が
開
館
10
周
年
、
香
月
泰
男
美
術
館

が
開
館
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
両

館
共
同
の
企
画
展
、
講
演
会
な
ど
の
記
念

事
業
が
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
市
と
し
て
そ
れ
ら

事
業
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
が
豊
富
な
向
津
具
半

島
で
は
、
平
成
23
年
、
24
年
と
、
地
元
団

体
に
よ
り
楊
貴
妃
を
題
材
と
し
た
事
業
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く

の
集
客
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
楊
貴
妃
の
里

の
ト
イ
レ
改
修
な
ど
、
環
境
整
備
を
行
い

ま
す
。

　

産
業
振
興
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
24
年
10
月
に
立
ち
上
げ
た
「
な
が

と
成
長
戦
略
検
討
会
議
」
は
、
平
成
25
年

度
に
は
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
商
品
開
発
、

地
域
産
品
の
テ
キ
ス
ト
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
、
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、観
光
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、

仙
崎
み
す
ゞ
通
り
や
俵
山
温
泉
街
を
散
策 ▲向津具半島で行われている「楊貴妃炎の祭典」
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平
成
23
年
度
か
ら
募
集
を
開
始
し
た
提

案
型
事
業
に
つ
い
て
は
、「
や
さ
し
さ
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
」
に
集
約
し
募
集

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
併
せ
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
や
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
発
行
事
業
に
も
、
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
流
、
連
携
、
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
集

落
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
地
区
が
現
れ
て
い
る
状
況
を

受
け
、
市
民
協
働
に
よ
る
集
落
機
能
の
再

生
に
向
け
、
市
内
二
つ
の
地
区
で
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
で
同
様
な
悩
み
、
課
題
を
持
つ
自

治
会
が
合
意
の
も
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
を
つ
く
り
、
そ
の
中
で
、
住
民
同
士
が

話
し
合
い
、
解
決
策
を
考
え
、
動
き
始
め

て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
た
め
、
企
画
政
策
課

内
に
新
た
に
「
市
民
協
働
推
進
室
」
を
設

け
る
な
ど
、
支
援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
、

協
力
者
と
し
て
委
嘱
、
活
動
さ
せ
る
取
り

組
み
も
開
始
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
お
互
い
様
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
協
働
交
付
金
事
業
」
や
「
地
域
協
育

し
て
も
ら
う
た
め
、「
金
子
み
す
ゞ
デ
ザ

イ
ン
パ
ネ
ル
」
の
制
作
と
俵
山
温
泉
街
を

中
心
と
し
た
「
散
策
し
た
く
な
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
」に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
宣
伝
活
動
の
検
証
か
ら
、
メ

デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
観
光
宣
伝
に
切
り

替
え
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
県
内
有
数
の
畜

産
の
盛
ん
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
の
特
徴
を

活
か
し
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
循
環
型
農
業

の
構
築
を
進
め
ま
す
。「
畜
産
堆
肥
活
用

持
続
型
農
業
推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
米
だ
け
で
な
く
、
野
菜
を
生
産

す
る
ほ
場
も
補
助
対
象
と
す
る
と
と
も

に
、
年
数
制
限
も
緩
和
す
る
な
ど
、
有
機

農
法
に
よ
る
安
心
安
全
な
食
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
の
農
地
は

地
域
で
守
る
」
を
念
頭
に
、
集
落
営
農
の

推
進
、
農
業
法
人
の
育
成
や
新
規
就
農
者

の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

農
産
物
等
直
売
実
証
実
験
店
舗
に
つ
い

て
は
、
農
産
物
等
出
荷
者
協
議
会
に
よ
る

運
営
に
切
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
シ

シ
と
サ
ル
に
係
る
捕
獲
委
託
料
の
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
狩
猟
免
許
新

規
取
得
に
対
し
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
被

害
対
策
を
講
じ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ノ
シ

シ
や
シ
カ
肉
の
活
用
に
つ
い
て
研
究
し
ま

す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、「
幻
の

高
級
魚
」
と
呼
ば
れ
、
関
係
者
の
期
待
の

大
き
い
キ
ジ
ハ
タ
に
つ
い
て
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
創
設
し
た
「
地
域
雇
用
創

出
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
１
月
末
現
在
29

人
の
雇
用
計
画
が
出
て
お
り
、
う
ち
17
人

が
雇
用
済
み
で
す
。
平
成
25
年
度
は
40
人

の
新
規
雇
用
を
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
観
光
基
本
計

画
に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
「
年

間
観
光
客
数
130
万
人
」「
年
間
宿
泊
者
数

60
万
人
」
の
達
成
に
向
け
、
戦
略
的
な
事

業
展
開
を
進
め
ま
す
。

ネ
ッ
ト
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

実
施
し
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
で
は
、「
長
門
市
生

涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
学
習
活

動
に
取
り
組
め
る
よ
う
環
境
整
備
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
末
か
ら
８
月
上
旬
に

か
け
て
き
ら
ら
浜
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第

16
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
長
門
市
の
特

性
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活

用
し
、
そ
の
成
功
に
向
け
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
ま
す
。
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特 集 平 成25年 度 予 算 の 概要

▲市民協働による避難訓練のようす



　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

こ
の
た
び
策
定
す
る
「
長
門
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
誰
も

が
年
齢
や
体
力
、
能
力
に
応
じ
て
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
、
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
か

つ
、
住
民
相
互
の
連
帯
感
を
促
進
し
、
地

域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
環

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
創
設
お
よ
び
自
立
を
支
援
し
、

自
主
的
・
主
体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

組
織
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
我
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事

業
」
で
は
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
祭
の
開
催
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
大
津
緑
洋
高
校
ラ

グ
ビ
ー
場
を
使
っ
て
の
放
課
後
ラ
グ
ビ
ー

教
室
を
開
設
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
に
は
、
山
口
県
で

開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
が
本
市
に

お
け
る
競
技
種
目
に
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
来
る
２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）
に

日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
本
市
へ
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
に
つ

い
て
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
長
門
市
キ
ャ
ン
プ
招
致
委
員
会

（
仮
称
）」
を
結
成
し
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
の
推
進

　

私
は
、
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
職
員
に
対

す
る
訓
示
に
お
い
て
、「
市
民
の
役
に
立

つ
の
が
市
役
所
。
市
民
を
幸
せ
に
し
て
い

る
か
、
自
問
自
答
さ
れ
た
い
」
旨
を
、
ま

た
「
す
べ
て
の
職
員
が
地
域
活
動
に
参
加

す
る
」
よ
う
、
職
員
に
意
識
改
革
の
必
要

性
を
訴
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
職
員
研
修
事
業
を
充
実
・
強
化

し
、
先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
自
治

体
へ
の
視
察
の
ほ
か
、
県
や
下
関
市
な
ど

の
自
治
体
間
と
の
交
流
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
政
策
連
携
強
化
の
た
め
、
新
た
に

農
協
と
の
人
事
交
流
を
行
う
な
ど
、
職
員

の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
は
、
自
主
財

源
の
乏
し
い
本
市
で
は
、
ま
ず
、
歳
入
財

源
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
積
極
的
に
情
報
収

集
に
努
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
民
間
等

の
各
種
助
成
制
度
の
活
用
に
最
大
限
の
努

力
を
払
い
、
そ
の
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

か
つ
効
率
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
財
政
状
況
は
、
人
件
費
の
削
減

や
市
債
の
発
行
額
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、

財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
と
お
り
健
全
な

状
況
で
す
。
し
か
し
、
今
後
予
定
し
て
い

る
大
型
事
業
の
財
源
の
多
く
を
市
債
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
や
、

交
付
税
の
特
例
措
置
で
あ
る
合
併
算
定
替

え
の
終
了
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

身
の
丈
に
あ
っ
た
財
政
規
模
の
構
築
を
図

り
、
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
経

済
の
活
性
化
を
第
一
に
据
え
、
さ
ら
に
徹

底
し
た
「
市
内
優
先
」
に
努
め
ま
す
。
市

が
保
有
す
る
遊
休
資
産
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
利
用
計
画
の
見
直
し

や
所
管
換
え
等
を
行
い
、
未
利
用
・
低
利

用
財
産
に
つ
い
て
は
、
売
却
・
貸
付
等
の

処
分
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
第
２
次
長
門
市
経
営
改
革

プ
ラ
ン
」
が
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
行
財
政
改
革
の
指
針
と
な
る

行
政
改
革
大
綱
を
は
じ
め
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
推
進
計
画
お
よ
び
職
員
の
定
員

適
正
化
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
「
第
３
次
長

門
市
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
を
、
平
成
25
年

度
の
早
い
時
期
に
策
定
し
、
更
な
る
行
財

政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
主
要
施
策
の
概

要
に
つ
き
ま
し
て
、
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
全
国
に

誇
れ
る
」
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
職
員
と
も

ど
も
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
一
層
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。
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▲俵山の多目的交流広場で行われたタグラグビー祭

▲遊休資産をメガソーラーで活用するため協定を締結



人件費
3,932,478
 （19.6％）

   扶助費
2,951,642
  （14.7％）

   公債費
3,275,501
 （16.3％）

その他
340,228
  （1.7％）

普通建設事業費
    2,520,901
      (12.6％）

災害復旧事業費
   3,100
   （0.0％）

物件費
2,589,266
（12.9％）

補助費等
1,691,321
（8.4％）

繰出金
2,770,563
（13.8％）

 

維持補修費
 　　  205,660
貸付金99,740
積立金
        10
投資及び出資金
           14,818
予備費20,000

義務的経費
 10,159,621
　　（50.6％）

    その他の経費
  7,391,378
（36.8％）

歳出総額
20,075,000

投資的経費
2,524,001
  （12.6％）

市税
3,714,463
（18.5％） 諸収入

552,361
（2.7％）

その他
841,823
 （4.2％）

国庫支出金
1,677,240
   （8.4％）

県支出金
1,736,313
（8.6％）

　市　債
2,441,800
  （12.2％）

地方交付税
8,450,000
（42.1％）

その他
661,000
   （3.3％）

歳入総額
20,075,000

自主財源
 5,108,647
     （25.4％）

依存財源
　　14,966,353
　　　（74.6％）

分担金及び負担金
　　  　179,766
使用料及び手数料
        　503,424
財産収入 42,589
繰入金  101,041
繰越金             1
寄附金    15,002

地方譲与税    220,000
利子割交付金   10,800
配当割交付金     6,900
株式等譲渡所得割交付金
                         1,800
地方消費税交付金
                    330,200
ゴルフ場利用税交付金
                         8,600
自動車取得税交付金
                       70,000
地方特例交付金
                         8,000
交通安全対策特別交付金
                         4,700

平成25年度 一般会計予算の構成
（単位：千円）

※自主財源…市が自主的に収入できる財源
　依存財源…国や県の意思により定められた額を交付されたり、割り当てられたりする収入
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会計別 予算額
（単位：千円）

前年度予算額
（単位：千円）

増減額
（単位：千円）

対前年度伸率
（単位：％）

一般会計 20,075,000 20,137,000 ▲ 62,000 ▲ 0.3
特別会計 11,685,904 11,613,348 72,556 0.6
　国民健康保健事業 5,351,590 5,451,697 ▲ 100,107 ▲ 1.8
　公共下水道事業 1,074,842 1,045,427 29,415 2.8
　湯本温泉事業 93,635 95,156 ▲ 1,521 ▲ 1.6
　漁業集落排水事業 106,430 107,803 ▲ 1.373 ▲ 1.3
　農業集落排水事業 556,979 548,962 8,017 1.5
　介護保険事業 3,774,160 3,655,084 119,076 3.3
　電気通信事業 111,928 111,367 561 0.5
　後期高齢者医療事業 616,340 597,852 18,488 3.1

合　　計 31,760,904 31,750,348 10,556 0.0

ながと再生加速化予算
　平成25年度の市政運営にあたっては、引き続き長門市が一丸となって「チームながと」の構築を推進し、「全
国に誇れるまちを創る」ことを基本理念とした施策を重点に予算編成を行いました。
　市財政を取り巻く環境が依然として厳しい状況下にあり、限られた財源のなかで、最小の経費で最大の効果
を挙げるため、「選択と集中」の徹底を図り、本年度は特に、本市における最優先課題である、ながと成長戦
略推進による産業振興と、災害に強いまちづくりを推進していくための基盤づくりに重点を置いた「ながと再
生加速化予算」の編成に全力で取り組んだところです。

を挙げるため、「を挙げるため、「選択と集中選択と集中」の徹底を図り、本年度は特に、本市における最優先課題である、ながと成長戦」の徹底を図り、本年度は特に、本市における最優先課題である、ながと成長戦
略推進による産業振興と、災害に強いまちづくりを推進していくための基盤づくりに重点を置いた「略推進による産業振興と、災害に強いまちづくりを推進していくための基盤づくりに重点を置いた「ながと再ながと再
生加速化予算生加速化予算」の編成に全力で取り組んだところです。」の編成に全力で取り組んだところです。」の編成に全力で取り組んだところです。


